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四

O

は
じ
め
に

私
鉄
企
業
で
は
、

そ
の
技
術
的
な
性
格
か
ら
固
定
資
産
の
額
が
莫
大
な
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
計
上
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
処

理
す
る
か
が
は
や
く
か
ら
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
今
日
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
私
鉄
企
業
の
固
定
資
産
会
計
す
な
わ
ち
減
価
償
却
の
実
態
を
大
手
私
鉄
、
と
く
に
東
京
急
行
電
鉄
(
目
蒲
電
鉄
、

東
横
電
鉄
)
、
東
武
鉄
道
、
近
畿
日
本
鉄
道
に
つ
い
て
分
析
し
な
が
ら
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

戦
前
の
減
価
償
却

(1) 

私
鉄
企
業
の
状
況

私
鉄
企
業
で
は
、
減
価
償
却
計
算
は
一
般
的
に
は
大
手
私
鉄
に
よ
っ
て
昭
和
初
期
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
減
価
償
却
の

意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
鉄
企
業
の
一
般
的
な
状
況
、

と
く
に
財
務
的
な
状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点

が
ら
減
価
償
却
計
算
の
役
割
を
分
析
す
る
こ
と
は
、

「
三
戦
後
の
減
価
償
却
」
に
お
い
て
今
日
の
私
鉄
企
業
が
行
う
減
価
償
却
の
役
割
を

分
析
す
る
た
め
に
基
礎
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

わ
が
国
最
初
の
鉄
道
は
、
明
治
五
年
品
川
・
横
浜
(
現
桜
木
町
駅
)
聞
の
営
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
欧
米
の
先
進
諸
国

に
遅
れ
る
こ
と
四

O
t五
O
年
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
二
年
に
は
わ
が
国
最
初
の
重
要
幹
線
で
あ
る
東
海
道
線
(
新
橋
・

神
戸
間
)
が
全
線
開
通
し
て
い
る
。



こ
う
し
た
官
営
鉄
道
と
な
ら
ん
で
私
設
鉄
道
も
政
府
の
勧
奨
に
よ
っ
て
建
設
が
す
す
め
ら
れ
た
。
明
治
一
四
年
に
は
資
本
金
二
、
。
。

。
万
円
の
日
本
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、

一
七
年
に
は
上
野
・
高
崎
間
の
開
業
を
始
め
、
二
四
年
に
な
っ
て
上
野
・
青
森
聞
を
全
線

開
通
し
二
五
時
間
半
で
走
破
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
関
西
で
は
明
治
一
七
年
に
阪
界
鉄
道
(
南
海
電
気
鉄
道
の
前
身
会
社
)
が
設
立
さ
れ

地
方
都
市
聞
の
交
通
機
関
と
し
て
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
。

こ
の
時
期
の
私
設
鉄
道
に
は
、
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
見
地
ら
か
積
極
的
な
援
助
が
な
さ
れ
た
。
と
く
に
日
本
鉄
道
に
は
払
込
株
金

に
た
い
し
て
年
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
を
保
証
す
る
一
方
、
開
業
後
一

0
カ
年
の
純
利
益
が
年
八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
な
ら
ば
そ
の
不
足
金

の
補
給
、
官
有
地
の
無
償
交
付
、
民
有
地
買
収
へ
の
公
共
用
地
買
上
規
則
の
適
用
、
地
租
そ
の
他
諸
税
の
免
除
な
ど
の
保
護
が
あ
た
え
ら

一
四
年
間
に
五

O
O万
円
あ
ま
り
の
補
助
金
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
日
本
鉄
道
の
実
質
は
民

間
企
業
と
は
形
式
の
み
で
国
家
に
手
厚
く
保
護
さ
れ
た
特
権
会
社
で
あ
っ
た
。

れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

以
上
の
状
況
の
も
と
で
明
治
二

O
年
前
後
に
は
私
設
鉄
道
会
社
が
多
数
-
設
立
さ
れ
た
。
明
治
二
五
年
末
に
は
、
私
鉄
の
開
業
路
線
は
官

営
鉄
道
の
二
倍
半
に
ち
か
い
二
、

一
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
日
清
戦
争
後
の
不
況
を
契
機
と
し
て
、
鉄
道
国

有
論
が
主
張
さ
れ
明
治
三
九
年
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
明
治
四

O
年
ま
で
に
主
要
一
七
私
鉄
が
、
開
業
路
線
四
、

五
四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
建
設
資
金
総
額
の
二
倍
に
も
な
る
四
億
八
、

一
九
八
万
円
で
買
収
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
私
鉄
は
局
地
的
な
末

端
線
を
運
営
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

日
露
戦
争
を
境
に
電
気
鉄
道
の
新
設
、

る
に
し
た
が
い
大
正
期
に
は
大
都
市
周
辺
か
ら
遠
距
離
電
鉄
へ
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
残
存
私
鉄
の
電
化
が
盛
ん
に
な

第
一
次
世
界
大
戦
は
、

わ
が
国
経
済
に
非
常
な
活
況
を
も
た
ら
し
た
が
、
大
正
九
年
の
株
式
暴
落
に
始
ま
る
戦
後
の
恐
慌
に
お
ち
い
っ

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
な
か
で
鉄
道
事
業
は
好
況
を
持
続
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
の
大
都
市
近
郊
の
大
手
私
鉄
の
多
く
は
こ
の
時
期

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
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四

に
基
礎
路
線
を
完
成
し
た
。
こ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
大
正
八
年
に
従
来
の
私
設
鉄
道
法
、
軽
便
鉄
道
法
を
蕗
止
し
、
地
方
鉄
道
法
を
公

布
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
地
方
鉄
道
補
助
法
の
公
布
に
よ
っ
て
積
極
的
に
私
鉄
補
助
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
大
都
市
周
辺
に
お
け
る
私
鉄
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
が
、
な
か
で
も
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
七
年
ま

で
が
著
し
く
、
こ
の
期
間
の
鉄
道
開
業
キ
ロ
程
は
、
二
、

四
六
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
二
、

四
六
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

は
昭
和
四
三
年
現
在
の
開
業
キ
ロ
程
が
六
、
四
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

(3) 

こ
と
に
な
る
。

そ
の
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
ち
か
く
が
こ
の
期
間
に
開
業
し
た

こ
う
し
た
私
鉄
企
業
の
設
備
投
資
お
よ
び
営
業
成
績
は
、
昭
和
四
年
三
九
二
九
年
)
か
ら
の
世
界
的
た
大
恐
慌
の
影
響
に
よ
っ
て
、

ま
た
闘
東
大
震
災
以
後
急
速
に
発
達
し
た
自
動
卒
運
輸
莱
の
影
響
に
よ
っ
て
、
低
下
す
る
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
私
鉄
(
地
方
鉄
道
)
全
体

の
収
益
率
の
推
移
を
第
1
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
大
正
末
期
よ
り
低
が
り
は
じ
め
、
昭
和
七
年
に
は
最
も
収
益
率
が
低
下
し
て
大
正
一

O

年
当
時
の
二
分
の
一
に
も
未
た
な
い

0
・
0
コ
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
吋
の
こ
う
し
た
私
鉄
企
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
大
槻
氏
は
別
の
視
点
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
地
方
鉄
道
・
軌
道
の

首
業
状
態
の
悪
化
し
つ
つ
あ
る
情
勢
は
到
底
国
有
鉄
道
の
比
で
な
い
。
固
有
鉄
道
は
兎
も
角
収
支
相
償
い
資
本
に
対
す
る
利
益
も
尚
多
少

挙
げ
つ
つ
あ
る
の
に
反
し
、
地
方
扶
道
・
軌
道
中
に
は
相
当
の
成
績
を
挙
ぐ
る
も
の
な
さ
に
あ
ら
ざ
る
も
、
全
体
に
共
通
す
る
現
認
と
し

て
は
利
益
率
の
逓
減
と
欠
損
企
業
の
増
加
と
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
之
を
資
料
に
徴
す
る
に
昭
和
五
午
上
期
に
於
て
一
割
以
よ
の
配

当
を
な
せ
る
地
方
鉄
道
・
軌
道
は
全
体
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
十
年
下
期
に
は
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
無
配
当
の
会
社
数
は
四

六
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
激
増
し
、
其
の
中
間
に
在
る
一
分
未
満
乃
至
一
割
未
満
の
配
当
を
な
せ
る
も
の
は
大
体
増
減
な

き
状
態
に
在
る
。
換
言
す
れ
ば
高
率
配
当
の
も
の
は
漸
次
減
配
を
な
し
て
平
均
配
当
率
を
下
降
せ
し
め
る
こ
と
及
減
配
よ
り
無
配
に
顛
落



せ
る
も
の
の
著
し
く
増
加
せ
る
こ
と
を
物
語
り
、
地
方
鉄
道
・
軌
道
の
経
営
難
が
如
何
に
全
面
的
且
致
命
的
に
襲
来
し
つ
つ
あ
る
か
を
知

る」。

「
不
況
の
打
撃
は
激
烈
か
っ
全
面
的
で
あ
っ
た
が
、
・
・
:
無
配
当
企
業
が
六

0
1七
O
Mを
占
め
て
い
る
状
況
下
に
一
割
以
上
の
配
当
を
継
続
し
た
ご
く
少
数
の
企
業
が
あ
っ
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と

さ
ら
に
、
中
西
健
一
教
授
は
以
上
の
指
摘
を
補
足
さ
れ
、

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
況
の
な
か
に
あ
っ
て
比
較
的
安
定
し
た
経
営
を
つ
づ
け
た
企
業
は
、
大
都
市
の
郊
外
に
営
業
路
線
を
も
っ
私
鉄

で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
目
蒲
電
鉄
の
状
況
を
第
1
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
開
業
問
も
な
い
大
正
一
二
年
頃
よ
り
一
の
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
建
設
費

に
対
す
る
益
金
割
合
を
実
現
し
、
不
況
の
き
び
し
い
昭
和
七
年
当
時
に
あ
っ
て
さ
え
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
利
益
率
を
達
成
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
東
京
横
浜
電
鉄
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
社
は
と
く
に
政
府
補
助
が
手
厚
く
な
さ
れ
、
設
立
間
も
な
い
な
が
ら
、

私
鉄
の
一
般
的
な
状
況
を
上
回
っ
た
利
益
率
を
実
現
し
て
い
る
(
第
1
表
に
つ
い
て
は
の
ち
に
減
価
償
却
と
の
関
連
で
検
討
す
る
)
。

さ
ら
に
、
大
手
私
鉄
企
業
の
状
況
を
第
2
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
表
は
、
不
況
か
ら
立
ち
な
お
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
二
二
年
当
時

の
東
京
お
よ
び
大
阪
付
近
の
郊
外
の
大
手
私
鉄
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
東
横
電
鉄
、
日
蒲
電
鉄
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
般
的
に
高
い
収
益
性
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

の
ち
に
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
の
高
い
収
益
性
を
基
礎
に
諸

償
却
金
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
不
況
期
に
お
け
る
大
手
私
鉄
の
高
収
益
性
は
き
び
し
い
合
理
化
の
遂
行
と
兼
業
部
門
へ
の
投
資
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
合
理
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
東
横
電
鉄
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。

「
か
か
る
苦
難
時
代
に
社
運

の
打
開
策
と
し
て
先
づ
経
営
の
合
理
化
に
着
眼
し
、
営
業
費
の
節
約
、
金
利
引
下
並
に
経
費
の
節
減
を
強
行
す
る
手
段
と
し
て
予
算
制
度

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
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第 1表建設費興業費に対する益金割合 (単位1，000円〉

地方
目蒲電鉄 来 横 電 鉄鉄道

年 度 建にる設対益費金す建設費 建に設対費す建設費 政府建にる設対益費金す
建にる設対益費す金

益金 益金
割合 興業費

る益金興業費 補助 補助
% % % F万

大正12年上下期期
10叫i:2;l 1. 

13年上
10叫i:;iil ;:11406| 下

14 上
1 0叫問9! 吋 10111，吋下 4，088 2351 11.41 3，709 

15 上

lOUI-Hiiヨ捕!否認っ劉;j量五;下
昭和2年上

10ω4|;|1;  下
3 上

10肌|山門叫 11 同 3;I56
下 11，6121 8821 15.1115，289' 3121 156: 4.01 6.1 
4 よ

10叫悶9! 8引140l山0:[ 154F J 1 5.9 
下 12，873 7361 11.4115，61 206 14 2. 4.4 
5 上

10叫M711 991川 01
5.7 

下 13，233 650 9.8116，29 436 163 5.3 7.3 
6 上 1 0 吋叩~I 問 1011同~I 6.7 
下 13，087 6321 9.6116，803 92 5.5 6.3 
7 上 10 吋ω~I 吋 10011m7| ~.~I 6.1 
下 12，93 6281 9.7117，63 386 126 4.3i 5.8 
8 よ 1 0 吋問~I 前2110料叫 458! 128， 6.3 
下 13，446 6451 9. 5!18， 934 4631 96 4. 5.9 
9 上

10 刷p 1鍛l健語
462 861 5.4 

下 20，4251 1，1031 10.8121，324 471' 91 4.4 5.2 
10 上

10叫2仏門匂|8 ，O80| 
5.8 

下 21，2541 8671 8.1122，455 66 95 5.8 6.7 
11 上 |州4!?i:滋| 8炉問 6.9 
下 894 8.0125，085 879 6.9 
12 上

10吋2:孫|i:総| 912ι7刊1，2お| 191  下 9.3126，6361 1， 1 8. 
13 上

10吋ω;|1，361111;|4M?|問。下 3，04711，3371 11.6143，76712，248 
14 上
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京
横
浜
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鉄
沿
革
史
』
一
一
九
O

二
九
一
ペ
ー
ジ

を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
営
業
費
で
は
目
蒲
電
録
と
提
携
し
て
本
社
、
現
場
の
事
務
所
の
共
同
所
有
、
使
用
社
員
の
両
社
兼
務
、
所

要
材
料
及
び
備
消
品
の
共
同
購
入
等
、
物
件
費
、
人
件
費
の
節
約
が
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、

一
歩
調
を
取
り
得
る
に
至
っ
た
し
と
い
う
。
予
算
制
度
は
、

一
方
金
利
に
関
し
て
は
、
大
体
目
蒲
電
鉄
と
同

「
毎
営
業
年
度
当
初
、
各
部
課
は
そ
の
所
管
に
係
る
当
該
年
度
に
於
け
る
収

支
の
予
算
見
積
書
を
作
成
し
て
会
計
課
に
提
出
し
、
同
課
は
こ
れ
を
査
定
の
上
、
予
算
案
を
編
成
し
て
会
議
に
上
提
し
審
議
検
討
の
上
、



(8) 

当
該
時
業
年
度
の
実
行
子
算
雪
作
成
し
て
各
部
課
に
廻
附
、
各
部
課
は
こ
れ
に
よ
?
で
業
績
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
」
。
す
な
わ
ち
、

予
算
制
度
の
い
ち
は
や
い
導
入
に
よ
っ
て
経
費
の
節
約
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
予
算
制
度
の
一
環
と
し
て
、
東
横
運
輸
課
で

は
昭
和
五
年
に
、
日
蒲
逼
輸
課
で
は
六
年
、
玉
川
運
輸
課
で
は
一
三
年
よ
り
運
輸
経
曹
の
委
任
経
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

「
こ
の
制
度

自
制
し
た
時
は

は
予
算
会
議
で
決
定
し
た
運
輸
経
費
予
算
額
を
以
っ
て
各
運
輸
謀
が
請
負
ひ
、
若
し
決
算
額
が
予
算
額
に
及
ば
な
い
場
合
、
即
ち
予
算
を

そ
の
剰
余
金
は
賞
与
給
の
際
各
運
輸
課
員
に
夫
々
加
算
分
配
さ
れ
た
と
云
ふ
」
。

」
の
報
賞
制
度
を
加
味
し
た
予
算
化
に

よ
っ
て
第
3
表
の
よ
う
に
、
束
横
電
鉄
で
は
昭
和
五
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
客
貨
車
収
入
に
た
い
す
る
委
任
経
費
の
割
合
を
半
減
し
て

い
る
。以

上
の
よ
う
な
合
理
化
と
平
行
し
て
、
私
鉄
企
業
で
は
不
況
に
対
応
し
て
兼
業
部
門
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
。

た
と
え
ば

第

3
表
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任

高歪

費

定

11' 

料

昭
和
五
年
上
期

一、

O
四
九
、

O
二
八

同
十
五
年
上
期

一一、

一
七
一
、

O
一二四

一
八
五
、
二
二
六

七

八
、
七
三
三
三
五
五

中
西
健
一
教
授
は
第
4
表
を
し
め
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
般
的
に
収
益
性
の
高
い
兼

業
部
門
へ
の
投
資
に
よ
っ
て
、
私
鉄
企
業
全
体
の
収
益
率
が
向
上
し
て
い
る
傾
向
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
鉄
軌
道
業
を
基

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
四
七
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礎
と
し
な
が
ら
、
乗
合
自
動
車
、
電
力
供
給
、
遊
園
土
地
住
宅
へ
の
投
資
額
が
大
き
な
割
合
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
兼
業

部
門
へ
の
投
資
は
、
前
述
し
た
大
正
末
期
か
、
り
昭
和
初
期
へ
か
け
て
の
扶
道
建
設
の
た
め
の
資
金
の
調
達
と
相
と
も
な
っ
て
、
借
入
金
の

金
利
が
、
不
況
期
の
私
鉄
企
業
に
と
っ
て
少
な
か
ら
な
い
負
担
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
融
資
を
と
お

(mv 

し
て
私
鉄
企
業
が
銀
行
資
本
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
鉄
企
業
は
戦
時
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
、
昭
和
二
二
年
の
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
の
公
布
に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に

よ
り
強
い
国
家
的
統
制
の
も
と
に
お
か
れ
、
競
争
に
よ
る
国
家
的
不
経
済
を
排
除
す
る
と
い
う
名
目
で
強
力
な
企
業
合
同
が
展
開
さ
れ

た
。
ま
た
昭
和
一
七
年
に
は
陸
遥
非
常
体
制
が
し
か
れ
、
戦
時
体
制
下
の
陸
運
輸
送
が
確
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
戦
時
陸
運
休
制
の
一
環
と

し
て
軍
事
上
必
要
な
私
鉄
と
特
殊
港
湾
地
帯
の
私
鉄
が
固
有
化
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
と
お
し
て
、
大
手
私
鉄
は
、

わ
が

国
の
戦
時
体
制
の
遂
行
を
積
極
的
に
さ
さ
え
た
が
、

大
手
私
鉄
で
は
、

」
の
過
程
は
買
収
、

合
併
に
よ
る
資
本
集
中
の
過
程
で
も
あ
っ

て
、
た
と
え
ば
、
東
横
電
鉄
は
昭
和
一
七
年
に
京
浜
電
気
鉄
道
、
小
田
急
電
鉄
を
合
併
し
東
京
急
行
電
鉄
の
設
立
と
な
っ
た
。
こ
の
東
急

電
扶
は
資
本
金
二
億
四
八

O
万
円
、
営
業
キ
ロ
扶
軌
道
二
七

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
従
業
員
約
一
万
五

O
O人
、
関
連
会
社
四
四
社
か
ら
な

さ
ら
に
、
当
社
は
昭
和
一
九
年
に
は
京
王
電
気
軌
道
を
合
併
し
、
鉄
道
軌
道
の
営
業
キ
ロ
三
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
資
本
金
二
億

二
、
囚
一
五
万
円
の
「
大
東
急
」
を
設
立
し
た
。

っ
た
。
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析
し
よ
う
。

(
6〉

(

7

)

 

(

8

)

 

〈

9
)

(

刊

)

(

日

)

こ
の
時
期
の
地
方
鉄
道
の
合
理
化
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
西
、
前
掲
書
、
一
ニ
セ
六
三
七
九
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革
史
』
東
京
急
行
電
鉄
、
昭
和
一
八
年
、
三
九
三
ペ
ー
ジ

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
一
二
九
四
ペ
ー
ジ

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
三
九
四
ペ
ー
ジ

中
西
、
前
掲
書
、
一
二
六

0
1三
六
八
ペ
ー
ジ

以
上
、
東
急
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
二
六
一
、
二
七
三
ペ
ー
ジ

(2) 

減
価
償
却

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
私
鉄
企
業
の
一
般
的
な
状
況
に
つ
づ
い
て
、
こ
う
し
た
な
か
で
減
価
償
却
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か
を
分

私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
は
、

の
ち
に
指
摘
す
る
よ
う
に
大
正
八
年
の
地
方
鉄
道
会
計
規
程
の
制
定
に
よ
ワ
て
、
そ
の
計
上
が
制
度
的
に

そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
も
、

一
般
的
に
は
周
知
の
明
治
二

C
年
前
後
に
お
け
る
海
運
企
業
(
日
本
郵

認
め
、
り
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

ま
た
明
治
三

0
年
代
な
か
ば
の
税
務
当
局
と
海
運
企
業
(
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
東
洋
汽

船
、
大
阪
商
船
)
で
の
減
価
償
却
の
導
入
、

船
)
と
の
行
政
訴
訟
事
件
な
ど
を
と
お
し
て
減
価
償
却
の
認
識
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
業
に
あ
っ
て
も
、
固
定
資
産

の
減
価
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
が
は
や
く
か
ち
問
題
と
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
佐
藤
雄
能
氏
は
明
治
期
の
鉄
道
業
に
お
け
る
減
価
償
却
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
実
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
明
治
四

十
年
我
が
全
国
商
業
会
議
所
委
員
は
、
税
法
整
理
委
員
会
の
所
得
税
修
正
案
中
、
命
令
の
定
む
る
所
に
依
り
経
費
と
見
倣
す
べ
き
も
の
の

機
械
ノ
減
価
』
の
一
項
を
加
へ
ん
こ
と
を
発
表
し
て
あ
っ
(
成
」
。
し
か
し
の
こ
修
正
案
は
実
行
さ
れ

中
に
『
鉄
道
業
者
ノ
軌
道
、

車
輔
、

る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

豆



わ
が
閏
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一五

ま
た
、
東
京
鉄
道
株
式
会
社
伝
お
い
て
は
、
第
5
表
の
土
う
な
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
お
よ
び
残
存
価
額
拘
引
合
に
も
と
づ
い
て
「
硯

治
四
十
一
年
下
明
及
同
四
十
二
平
上
期
に
各
金
五
十
万
円
を
建
設
費
(
即
ち
鉄
道
価
額
)
よ
り
控
除
し
た
。
基
の
金
額
は
建
設
費
の
約
百

分
の
四
に
該
当
し
て
ゐ
る
、
然
る
に
明
治
四
十
二
年
下
期
は
配
当
を
多
く
し
よ
う
と
す
る
株
主
の
意
見
に
茎
き
填
補
金
を
三
十
万
円
と
為

し
た
」
。
こ
の
半
期
に
建
設
費
わ
百
分
の
四
の
控
除
は
、

の
総
合
償
却
に
相
当
す
る
き
わ
め
て
大
幅
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

建
一
武
費
か
ら
の
五
心
万
円
の
控
除
は
、

の
ち
に
一
一

O
万
円
と
が
九
更
さ
れ
て
い
る
と
と
か
ら
む
わ
か
る
よ
う
に
、
一
川
述
の
固
定
資
産
状
況
の

調
査
に
基
づ
い
て
減
価
を
認
識
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
統
的
な
償
却
計
算
を
お
こ
な
う
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
立
な
い
。

む
し
ろ
、
挟
道

業
の
減
価
償
却
は
、
当
時
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
実
践
、
議
論
を
、
つ
け
て
、
き
わ
め
て
政
策
的
に
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ヲ
匂
。

私
鉄
企
業
へ
の
減
価
償
却
の
制
度
的
な
導
入
は
、
大
正
八
年
八
月
、
地
方
鉄
道
会
計
規
程
が
制
定
さ
れ
た
と
と
に
上
心
。

「
地
方
鉄
道

会
計
規
定
第
九
条
第
一
項
に
は
『
財
産
目
録
二
記
載
ス
ル
有
価
証
券
以
外
ノ
価
額
ハ
実
費
決
算
頭
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
』
と
規
定
し
て

あ
る
け
れ
ど
、
同
条
第
ニ
項
に
は
『
財
産
価
額
ヲ
消
却
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
消
却
額
ヲ
原
価
ヲ
リ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
以
テ
実
費
決
算
額
ト

ス
』
と
規
定
し
尚
営
業
報
告
書
様
式
附
属
第
ニ
表
損
益
計
智
弁
衣
に
純
然
た
る
鉄
道
営
業
の
収
支
を
掲
載
し
た
ろ
次
に
、
諸
利
子
、
社
債
差

損
等
と
同
副
に
財
産
価
額
消
却
金
を
掲
載
す
べ
き
と
と
を
表
示
し
て
届
る
、
即
ち
鉄
道
会
計
に
於
て
は
吋
産
価
額
の
消
却
を
強
制
し
な
い

(
U
)
 

け
れ
ど
、
経
営
者
に
於
て
任
意
に
消
却
す
る
池
支
障
な
し
と
し
、
其
の
消
却
し
た
る
場
合
の
整
理
方
法
を
規
定
し
た
」
。
す
な
わ
ち
、
地
方

鉄
道
会
計
規
程
の
規
定
は
、
「
従
来
実
車
交
決
算
主
義
に
依
る
も
の
と
し
、
其
の
以
内
に
す
る
こ
と
を
得
る
か
否
や
は
明
瞭
で
な
か
っ
た
の

R

日
v

を
、
之
や
一
消
却
し
て
可
な
る
趣
旨
を
明
に
し
L

た
の
で
あ
っ
て
、
減
価
償
却
の
実
施
を
積
極
的
に
規
定
し
た
i
u
の
で
は
な
い
。

乙
う
し
た
事
情
は
、
当
時
、
減
価
償
却
の
欠
如
L
た
官
設
鉄
道
会
計
が
私
設
鉄
道
に
も
適
用
さ
れ
た
た
め
、
ま
た
鉄
道
業
で
は
同
種
類



;l 第

5
表

東
京
鉄
道
の
耐
周
年
数

府
周
年
数

変

圧

所

修
繕
エ
場

機
械
語
具

イ十

器

第

6
表

機
械
器
具
減
価
償
却
計
算
耐
久
年
数
表

類

一

一

耐

数

」極

構

、母ニ
7ε'-

久

年
五

佐藤雄能『鉄道会計研究~ 89ページ

五

鉄
道
核
開
車
、
車
両

車
輸
、
炭
水
車

貨
車
、
客
車
共

五

軌
道
ノ
類

二
Q

「

uuiu車
両

一

注
『
会
計
』
日
山
巻
4
号
(
大
正
口
年
1
月
号
)
一

O
七
ペ
ー
ジ

で
小
単
位
の
資
産
が
多
数
総
合
さ
れ
て
そ
の
主
要
な
国
定
資
産
を
形
成
す
る

?全

と
い
う
特
質
上
、
部
分
的
な
取
替
に
よ
っ
て
令
体
と
し
て
の
利
用
価
値
を
維

(
刊

H
V

持
す
る
と
と
が
で
き
る
た
め
一
般
に
取
替
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
と

い
う
現
実
を
{
反
映

L
て
の
規
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
大
蔵
省
内
規
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
第
6
表
の
よ
う
に
鉄
道
業
に
関
す
ろ
旧
国
定
資
産
の
耐
凪
年
数
が
規
定
さ
れ
て

さ
ら
に
、
犬
正
七
年
に
は
周
知
の
固
定
資
産
耐
久
年
数
表
が
税
務
当
局
に

い
る
。
こ
の
規
定
は
、

わ
が
国
私
鉄
企
業
左
減
価
償
却

の
ち
に
の
べ
ろ
嗣
和
一
七
年
の
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
の
公
布
さ
れ
る
ま
で
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

主



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
五
四

た
と
え
ば
私
鉄
企
業
で
の
重
要
な
固
定
資
産
で
あ
る
電
気
鉄
道
車
両
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
の
耐
用
年
数
は
一
五
年
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、

た
と
え
ば
東
横
電
鉄
の
昭
和
一
六
年
当
時
の
地
方
鉄
道
線
の
所
有
電
道
客
車
、
貨
車
は
、
第
7
表
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
に
よ
る
と
、
税
法
の
耐
周
年
数
一
五
年
を
超
加
し
て
一
六
年
以
上
使
用
し
て
い
る
電
動
客
車
、
貨
車
は
全
体
の
一
ニ

C
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
一

O
年
以
上
の
も
の
は
半
数
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
大
蔵
省
の
内
規
と
し
て
定
め
ら
れ
た
電
気

鉄
道
車
両
の
耐
用
年
数
は
、
実
際
の
車
両
の
使
用
年
数
よ
り
も
か
な
り
短
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
(
ザ

tω
辛
品
川
ノ
、

さ
で
、
以
上
の
よ
う
に
行
政
当
局
に
よ
る
私
鉄
企
業
で
の
減
価
償
却
の
制
度
的
な
展
開
が
進
め
ら
れ
た
が
、

で
は
私
鉄
企
業
の
減
価
償

却
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
昭
和
一

O
年
頃
よ
り
数
年
間
に
わ
た
り
帝
国
議
会
に
お
い
て
帝
国
鉄
道
会
計
で
の
減
個
償
却
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
き

れ
た
が
、

そ
の
な
か
で
政
府
委
員
は
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
の
実
態
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
現
行
の
法
規
上
に
付

き
ま
し
で
は
、
私
設
鉄
道
に
対
し
ま
し
て
減
価
償
却
を
強
要
し
て
は
居
ら
な
い
で
あ
り
ま
す
。
唯
会
社
に
依
り
ま
し
て
は
自
発
的
に
減
価

(
日
目
〉

償
却
の
如
き
も
の
を
や
っ
て
居
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
其
の
程
度
に
は
至
っ
て
居
り
ま
せ
ぬ
」
。

ま
た
、
昭
和
初
期
に
東
京
市
政
調
査
会
は
、
地
方
鉄
道
に
関
す
る
実
態
調
査
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
の
な
か
で
減
価
償
却
に
つ
い
て
結

論
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
企
業
の
資
産
評
価
に
関
す
る
問
題
と
併
せ
主
要
の
地
位
を
占
む
る
は
減
価
償
却
に
関
す
る
問

題
な
り
。
由
来
企
業
経
営
の
確
実
属
到
を
庶
幾
せ
ん
に
は
企
業
資
産
の
減
価
償
却
に
関
す
る
問
題
の
、
忽
諸
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
は
素
よ

り
誌
に
資
言
を
侯
た
ざ
る
べ
し
と
雄
も
従
来
単
に
思
慮
あ
る
企
業
者
の
聞
に
於
て
の
み
偶
々
実
行
す
る
所
に
か
か
り
、
成
文
上
未
だ
之
を

規
制
し
た
る
立
法
の
存
す
る
な
き
は
、
本
事
業
の
如
く
利
用
価
値
の
減
耗
比
較
的
著
し
き
各
種
資
産
の
綜
合
よ
り
な
る
事
業
と
し
て
は
、

特
に
甚
し
く
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
ー
一
。

す
な
わ
ち
、

地
方
鉄
道
を
営
む
企
業
に
あ
っ
て
は
、
減
価
償
却
は
例
外
的
に
実
施
さ
れ



第
7
表
東
横
電
鉄
の
車
両
一
覧
表
(
昭
和
16
年
現
在
〉

電
動

客
車

|
電
動
貨
車
l合
計

車
号
l
-t
/， 
1トノ
100ト
咋
ハ
130
1 モ
叶
ー
ト
ハ
叶
ハ
5001
-t
/
5
1
0トハ
10十

11モト
11

両
142 

木
造
半
銅
製

木
造

構
造
一
軸
二
軸
同
;
位
同
友
同
左
同
左
同
Ii.
同
左
同
左
同
左

同
左

四
輪
車

ボ
ギ
ー
車
ボ
ギ
ー
車

トン〉製
{乍
年
大
正
11
大
正
14
昭
和
3
昭
和
5
明
治
44
昭
和
2
昭
和
2
昭
和
3
昭
和
6
昭
和
14
大
正
13
大
正
11

大
正
12
大
正
15

改
造

7
 

大
正
15
大
正
13

昭
和
12

昭
和
9

大
正
15

昭
和
16

昭
和
1010 

昭
和
11

注
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革
史
~
516"'517

ペ
ー
ジ
よ
り
作
表

Jミ
有
元
国

\i4t者
相
判
~
-
\
)
緊
思
埋
設
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わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

〔単位1000円〉

事 者 業 1=完伊東A)I華町|草野|り
1年 37，712 9.38 

2 44，393 1，256 3，539 7.97 

阪神電気鉄道 3 52，653 284 3，727 7.07 

4 61，815 100 3，827 6.19 

5 59，462 4，015 6.75 

l 679 

2 682 

匡正 耶 鋼 索 3 677 4 4 0.72 

4 678 3 8 1.22 

5 683 8 1.22 

第8表減価償却の状況

一
五
六

た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査

『本邦地方鉄道事業ニ関スル調査J東京市政調査会168ページより作表

は
、
以
上
の
よ
う
に
一
般
に
は
減
価
償
却
が
実
施
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
ご
く
わ
ず
か
な
企
業
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た

実
態
を
し
め
し
て
い
る
。
調
査
は
第
8
表
の
よ
う
に
阪
神
電
気

鉄
道
お
よ
び
摩
耶
鋼
索
鉄
道
の
減
価
償
却
の
実
施
状
況
を
し
め

し
て
い
る
Q

と
く
に
阪
神
電
気
鉄
道
で
は
減
価
償
却
金
累
計
額

が
建
設
費
の
六

i
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
ち
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
こ
の
減
価
償
却
金
は
事
業
費
と
し
て
、
す
な
わ
ち
費
用
と
し

て
計
上
さ
れ
て
お
り
の
ち
に
指
摘
す
る
当
時
の
私
鉄
企
業
の
減

価
償
却
が
利
益
処
分
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
な
か
で
、

一「

偶

々
実
行
す
る
所
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
阪
神
電
気
鉄
道
で
は

減
価
償
却
金
の
計
上
と
な
ら
ん
で
多
額
な
維
持
修
繕
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
四
年
、
五
年
の
状
況
を
み
る

と
支
出
合
計
額
が
そ
れ
ぞ
れ
七
六
二
万
円
、
七
八
七
万
円
の
う

ち
、
維
持
修
繕
費
一
二
五
万
円
、
ニ
一
四
万
円
、
減
価
償
却
金

一
八
万
円
と
な
っ
て
い
一
兆
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、

注

一
O
万
円
、

私
鉄
企
業
で
最
も
一
般
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
取
替
法
に
も



と
づ
く
会
計
処
理
と
し
て
の
維
持
修
繕
費
の
計
よ
を
補
な
う
か
た
ち
で
減
価
償
却
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
維
持
修
繕
費
の
他
に
減
価
償
却

費
を
計
上
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
阪
神
電
鉄
が
当
時
の
不
況
下
で
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
も
の
ぼ
る
建
設
費
に
た
い
す
る
益
金
率
を
あ

げ
て
い
た
と
い
う
高
収
益
性
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
高
収
益
性
を
基
礎
に
阪
神
電
鉄
で

は
昭
和
五
年
に
は
費
用
と
し
て
の
減
価
償
却
金
の
計
上
に
加
え
て
、
利
益
金
処
分
と
し
て
上
半
期
、
下
半
期
と
も
に
一

O
万
円
の
減
価
償

却
準
備
金
の
繰
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
一

O
万
円
は
利
益
金
の
っ
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
額
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
私
鉄
企
業
で
は
減
価
償
却
を
費
用
と
じ
て
計
上
す
る
実
務
と
平
行
し
て
、
減
価
償
却
を
利
誌
の
処
分
と
し
て
計
上
す
る

こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
減
鉱
償
却
を
利
益
金
の
処
分
と
し
て
処
理
す
る
実
務
は
、
昭
和
初
期
に
は
大
手
私
鉄
に
よ
っ
て

た
と
え
ば
、
参
宮
急
行
電
鉄
で
は
昭
和
一
二
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
ほ
ぼ
当
期
利
益
金
に
あ
た
る

額
を
利
益
金
の
処
分
と
し
て
の
資
産
償
却
金
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
目
帯
電
鉄
で
も
利
益
金
処
分
の
前
段
階
と
し
て
世
却
金
を
計
上
し

か
な
り
一
般
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

て
い
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
示
し
た
第
2
表
の
詰
償
却
金
の
計
上
は
、
財
産
価
額
の
償
却
を
営
業
費
と
区
別
す
る
か
た
ち
で
控
除
す
る
実

務
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
は
、

一
般
的
に
は
費
用
と
と
て
の
営
業
費
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
利
益
処
分
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
昭
和
初
期
の
減
価
償
却
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
蒲
電
鉄
の
実
態
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。
目

黒
蒲
田
電
鉄
で
は
、
第
9
表
に
み
る
よ
う
に
償
却
金
(
減
価
償
却
金
)
を
利
益
処
分
の
前
段
階
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各

部
門
の
収
入
か
ら
支
出
を
控
除
し
た
益
金
に
利
息
及
配
当
収
入
を
加
算
し
、
こ
れ
か
ら
償
却
額
会
借
入
金
利
子
と
な
ら
ん
で
控
除
し
て
い

一
利
益
処
分
案
に
表
現
し
な
い
鋪
却
」
と
し
て

る
。
こ
の
額
が
再
差
引
益
金
(
純
益
金
)
で
あ
り
、
こ
れ
を
利
益
処
分
す
る
。

つ
ま
り
、

す
な
わ
ち
益
金
計
算
の
後
ち
の
利
益
金
処
分
の
前
段
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
償
却
金
の
取
扱
い
は
旧
東
横
電
鉄
に
お
い
て
も

わ
が
圏
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
五
七



第9表 白蒲電鉄の経理状況 (単位1，000円〉

種別
|昭問 12131  4 
上期|下期| 上| 下| 上 | 下 | 上 | 下

鉄道業収入 513 675 672 898 1，044 988 1，027 815 

支 出 248 342 323 399 428 456 463 454 

益金 264 332 349 4991 616 563 361 

兼業部門収入 102 797 825 

支出 68 480 422 

益金 33 350 316 402 

利息、及配当収入 324 

借入金利子 11 18 56 175 303 

279371 l 
256 362 

(賞 去p 戸312、二 138 

再差引益金(純益金〕 252 313 293 324 497 511 624 560 

平均払込資本ニ対スル
11.5 11.8 11.4 11.1 11.7 11.5 13.8， 11.7 益率%

:利益金処分 292 345 325 339 505 544 664 609 

内(法定・別途準備金
28 32 15 16 25 31 132 40 引当金等〉

442i (株主配当金〉 218 265 280 289 422 452 477 

!後期繰越金 31 15 17 32 39 47 55 

当 平~ぜ % 10 10 10 10 

主主 『東京横浜電鉄沿卒史』東京急行電鉄(昭和18年)， 396，..."，400ぺーゾより作表
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わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

昭和5年I 6 7 ___1 8__ 9 

上|下 1上l下|上!下|上|下[上|下|上 i下

制 4571 4531 必11 439 組 4591 447 仰 6661 6911 711 

3581 3441 3611 3371 4021 3371 4001 3711 4111 8261 6731 591 

9331 6721 7091 6491 6301 7971 6591 5881 5301 7081 6241 749 

制 3661 3931 吋 3761 5061 3961 3141 314 必01 4291 472 
2991 3061 3151 2941 2541 2901 2621 2731 2161 2771 1941 276 

3071 3281 3451 3571 3941 3921 2781 2861 2661 2611 2221 212 

3761 3971 4041 4021 4411 4131 3341 3241 2901 4101 3741 366 

401 201 401 1 239 

5481 5621 5771 5871 6091 6071 6071 6071 6041 7151 7151 714 

11.3111.01 11.41 10.91 11.21 11.11 11.11 11.21 11.11 12.21 11.21 11.2 

6031 6201 630; 6441 6581 6621 6651 6681 6691 8161 8221 831 

301 301 311 291 301 311 311 311 311 331 361 36 

4821 5071 5121 5371 5421 5421 5421 5421 5421 5731 634i 634 

581 521 571 481 551 581 611 641 641 1061 1171 124 

101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 101 10 

五
九



昭和昨I 12 I 13 I 14 I 15 I 
上!下|上|下 l上|下|上|下!上|下|上|下!
1，484 1， 143 1，657 1，583 1，922 1，927 2，425 4，409 5，350 5，120 6，169 5，971 

784 808 884 976 1，093 1，068 1，280 2，572 2，763 3，143 3，217 

699 605 773 606 829 859 1，145 1，837 2，587 1，977 2，952 1，864 

595 1，065 769 1，387 1，941 1，511 1，437 7，554 8，818 8，731 7，836 8，757 

401 776 512 925 1，409 1，033 961 5，199 6，715 5，774 5，757 
6A24 q 

193 289 256 461 532 478 476 2，355 2，103 2，956 2，078 2，6 

210 195 216 143 214 239 230 1，446 1，310 1，148 1，356 9441 

388 379 439 385 389 379 385 1，524 1，361 1，590 1，598 

100 100 200 200 300 1，055 800 800 800 

715 710 707 726 986 997 1，167 3，060 3，572 3，692 3，988 3， 

11.3 11.1 11.1 11.2 11.6 11. 7 13.7 12.1 13.8 14.0 15.1 1 

847 848 849 869 1，156 1，174 1，290 3，603 4，233 4，384 5，148 4， 

37 36 36 37 80 80 200 310 830 335 400 350 

634 634 634 645 850 850 850 2，522 2，581 2，627 2，312 2，3641 

138 142 142 149 176 194 180 661 692 817 1，221 1，278 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 9 

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
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〈お
V

昭
和
一

O
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
第
9
表
に
よ
る
と
、
日
蒲
電
鉄
で
は
ま
ず
昭
和
三
年
下
期
お
よ
び
昭
和
四
年
下
期
か
ら
六
年
上
期
に
か
け
て
償
却
金
を
計
上
し
、

つ
づ
い
て
昭
和
九
年
、

さ
ら
に
昭
和
一
二
年
以
降
に
償
却
金
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
償
却
金
の
計
上
を
、
す
で
に
み
た
私
鉄
企
業

の
一
般
的
な
状
況
お
よ
び
目
蒲
電
鉄
の
収
益
状
況
を
検
討
し
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。

第
1
表
に
よ
る
と
、
私
鉄
企
業
は
大
正
末
期
よ
り
利
益
率
が
急
速
に
低
下
し
、
日
蒲
電
鉄
が
償
却
を
実
施
し
た
昭
和
三

t
六
年
は
、
こ

の
低
下
傾
向
が
昭
和
七
年
の
悪
化
の
頂
点
に
達
す
る
過
程
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
目
蒲
電
鉄
は
こ
の
時
期
に
第
9
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

鉄
道
楽
の
収
益
性
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
兼
業
部
門
の
収
益
力
の
向
上
に
よ
っ
て
高
い
時
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
低
い
時
で
も
一

O

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
建
設
費
興
業
費
に
対
す
る
益
金
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
目
蒲
電
鉄
は
償
却
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
第
9
表
に
よ
る
と
平
均
払
込
資
本
ニ
対
ス
ル
益
率
を
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
お
さ
え
、
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
一

O
パ
i
セ

ン
ト
の
配
当
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
私
鉄
企
業
の
一
般
的
な
利
益
率
の
低
下
の
な
か
で
、
利
益
率
を
高
い
水
準
に
維
持
し
な

が
ら
、

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
継
続
的
な
配
当
を
お
こ
な
う
た
め
の
平
均
払
込
資
本
ニ
対
ス
ル
益
率
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
ム
ロ
)
を
償
却
費
の

計
上
に
よ
っ
て
算
出
し
た
。

な
お
、
目
蒲
電
鉄
は
、
昭
和
九
年
下
期
に
益
金
合
計
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
二
四
万
円
の
償
却
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
は
池

上
電
鉄
の
合
併
に
よ
る
収
益
を
基
礎
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
前
述
の
鉄
道
業
の
合
理
化
、

お
よ
び
兼
業
部
門
の
収
益
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
昭
和
一
二
年
頃
よ
り
、
利
益
率
(
建
設
費
興
業

費
に
対
す
る
益
金
割
合
)
が
急
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
第
1
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
私
鉄
企
業
は
一
般
的
に
利
益
率
が
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
目
蒲
電
鉄
で
は
一
一

t
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
償
却
金
を
計
上

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
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一
六

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
年
当
時
と
同
様
、
も
し
く
は
若
干
高
く
平
均
払
込
資
本
ニ
対
ス
ル
益
率
を
一
一

t
↓
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
お

さ
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一

Q
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
く
に
昭
和
二
一
一
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
は
、

益
金
合
計
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
主
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
額
を
償
却
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
目
荷
電
鉄
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
私
鉄
の
一
般
的
な
利
益
率
を
は
る
か
に
上
回
る
収
益
性
を
基
礎
と
し
な
が
ら

償
却
の
実
施
に
よ
っ
て
長
期
的
に
安
定
し
た
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
平
均
払
込
資
本
ニ
対
ス
ル
益
率
を
算
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
長
期
的

に
安
定
し
た
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
継
続
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
目
蒲
電
鉄
で
は
社
会
的
に
は
必
要
に
し
て
十
分
な
一

O
パ
l
セ

ン
ト
の
配
当
の
た
め
の
論
拠
と
し
て
、
}
丹
差
引
益
傘
(
純
益
金
)
を
算
出
し
た
。
こ
の
た
め
に
政
策
的
、
弾
力
的
に
償
却
金
が
計
上
さ
れ

た

こ
う
し
た
目
蒲
電
鉄
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
は
、
第
叩
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
の
私
鉄
企
業
の
一
般
的
な
状
況
か
ら
み

れ
ば
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
蒲
電
鉄
の
収
益
力
か
、
り
す
れ
ば
償
却
金
の
計
上
に
よ
っ
て
低
い
水
準
に
お
さ
え
え
た

と
い
え
よ
う
。
償
却
金
の
計
上
は
以
上
の
よ
う
に
大
手
私
鉄
の
純
益
金
を
相
対
的
に
小
さ
く
表
示
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
た
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
減
価
償
却
費
の
計
上
に
コ
い
て
、
と
く
に
後
ち
に
検
討
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
減
価
償
却
と
の
関
連
で
付

言
し
て
お
く
と
、
戦
後
の
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
問
題
は
、
近
代
会
計
学
の
導
入
の
も
と
で
費
用
を
拡
大
す
る
と
い
う
機
能
が
重
要
た
内

容
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
手
私
鉄
に
と
っ
て
賃
金
、
税
金
等
を
節
約
す
る
役
割
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、

と
り
わ
け
運

賃
の
値
上
げ
の
重
要
な
論
拠
を
つ
く
る
。
し
か
し
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
鉄
道
業
の
固
定
資
産
会
計
が
取
替
法
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
当
時
の
封
建
的
、
絶
対
主
義
体
制
の
も
と
で
の
不
況
に
あ
っ
て
は
会
計
に
よ
ろ
経
営
不
振
お
よ
び
赤
字
の

創
出
が
合
理
化
遺
行
の
不
可
欠
の
手
段
で
は
な
か
コ
た
こ
と
、

ま
た
当
持
私
鉄
企
業
は
経
営
不
振
を
ぬ
け
だ
す
た
め
に
自
動
車
、
国
鉄
お



地方鉄道・会社配当状況

年 皮ド0%以上 6 銘以上 I~吋無配当|空間|合 計
社%社労社%社 %Iit %社 % 

昭和1年 45 (20) 56 (26) 90(41) 29(13) 220 (100) 

3 43 (18) 45 (19) 113(48) 34(15) 235 (100) 

5 ( 9) 

265 (100) I 7 6 ( 3) 15 ( 5) 57(22) 184(69) 3 ( 1) 

9 9 ( 3) 36 (11) 78(24) 197(61) 2 ( 1) 322 (100) 

11 8 ( 3) 37 (14) 66(26) 143(56) 2 ( 1) 256 (100) 

13 9 ( 4) 40 (16) 65(26) 133(54) 247 (100) 

15 9 ( 4) 57 (25) 73(32) 90(39) 229 (100) 
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よ
び
私
鉄
栢
互
聞
で
は
げ
し
い
運
賃
値
下
げ
競
争
を
展
開
す
る
に
い
た

(
幻
)
り
、
こ
の
点
か
ら
も
減
価
償
却
に
よ
っ
て
費
用
を
拡
大
す
る
こ
と
が
第
一

義
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
減
価
償
却
は
第
一
義
的
に
は
配
当
政
策
の
視
点
か

ら
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
配
当
政
策
の
視
点
か
ら
す
で

に
み
た
分
配
可
能
利
益
を
算
出
し
た
。
こ
の
処
分
利
益
の
算
出
は
内
部
留

保
を
促
進
し
、
企
業
の
資
本
蓄
積
を
お
し
す
す
め
企
業
基
盤
を
充
実
さ
せ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
高
株
価
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
も
も
っ
て
い

た
。
株
価
の
状
況
を
目
蒲
電
鉄
に
つ
い
て
み
る
と
、
従
来
か
ら
の
旧
株
式

は
継
続
的
な
一

Q
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
六
年
下
期

に
は
底
を
つ
き
瓦
一
円
(
額
面
五

O
円
)
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
の
内
部

留
保
の
進
展
に
と
も
な
い
上
昇
を
つ
づ
け
昭
和
一
五
年
上
期
に
は
入
八
円

(
お
)

に
も
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
償
却
金
の
計
上
は
実
質
的
に
は
内
部
留
保
を
意
味
し
て
お

り
、
私
鉄
企
業
の
資
本
蓄
積
を
お
し
す
す
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
横

電
鉄
の
社
史
は
こ
う
し
た
状
況
を
、

「
社
内
留
保
を
多
く
す
る
と
共
に
、

実
質
的
に
は
利
益
処
分
案
に
表
現
し
な
い
鎖
却
を
行
ひ
、
他
社
に
誇
り
得

一
六
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(
m
m
)
 

る
賢
実
な
決
算
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
償
却
が
以
上
の
よ
う
に
利
益
留
保
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う

一
六
四

認
識
は
、

よ
り
具
体
的
に
は
東
横
電
鉄
社
長
で
あ
っ
た
五
島
慶
太
の
昭
和
一
三
一
年
下
期
の
営
業
成
績
に
つ
い
て
の
つ
ぎ
の
評
価
に
よ
く
示

さ
れ
て
い
る
。

「
東
横
電
鉄
は
、
総
計

一
O
四、

0
0
0余
円
の
利
益
金
を
あ
げ
、
鉄
道
楽
の
通
例
に
従
っ
て
詰
償
却
を
行
は
ざ
る

場
合
は
優
に
一
割
三
分
の
配
当
を
為
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
、
臨
一
一
実
な
る
計
算
を
採
用
し
、
諸
償
却
金
玉

C
C、
0
0
0円
を
控

除
し
た
上
、

一
分
増
の
年
九
分
の
配
当
安
致
し
ま
し
た
。
又
、
目
蒲
電
鉄
は
総
計
一
、

一
九
七
、

0
0
0余
円
の
利
益
を
挙
げ
て
諸
償
却

金
二

0
0、
0
0
0円
を
控
除
し
、
従
来
通
り
一
割
の
配
当
を
継
続
し
ま
し
た
。
此
の
両
社
の
諸
償
却
金
を
合
せ
る
と
、
半
期
七

O
O、

0
0
0円
、
年
額
一
、
四

0
0、
0
0
0円
に
達
し
ま
す
。
日
本
全
国
に
鉄
道
事
業
多
し
と
雄
も
、
純
営
業
益
金
を
以
て
年
額
一
、
因
。

O
、

0
0
0円
の
借
金
償
還
能
力
を
持
つ
会
社
は
、
吾
が
東
横
、
日
蒲
両
電
鉄
を
措
い
て
他
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
。

(
幻
)

以
上
の
よ
う
な
減
価
償
却
の
計
上
は
、
大
手
私
鉄
に
あ
っ
て
は
昭
和
一

O
年
前
後
に
は
一
般
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

減
価
償
却
の
導
入
が
す
で
に
み
た
行
政
当
局
に
よ
る
減
価
償
却
の
制
度
的
な
展
開
に
先
導
さ
れ
な
が
ら
な
さ
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
実
施
過

程
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
、
行
政
当
局
に
よ
る
制
度
的
な
保
証
の
も
と
で
、
私
鉄
の
一
般
的
な
不
況
を
背
景
と
し
な
が

ら
、
大
手
私
鉄
の
高
収
益
を
相
対
的
に
小
さ
く
表
示
し
資
本
害
積
を
達
成
す
る
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
減
価
償
却
は
わ
が
国
の
戦
時
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
つ
ぎ
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、

わ
が
国
経
済
の
国
家
的

統
制
と
平
行
し
て
、

ま
た
そ
れ
を
さ
さ
え
る
も
の
と
し
て
昭
和
一
四
年
に
価
格
等
統
制
令
、
翌
一
五
年
に
は
会
社
経
理
続
制
令
が
制
定
、

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
昭
和
一
七
年
に
は
、
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
は
、

「
会
社
経
理
統
制
令
・
・
第
三
十
一
条
の
規
定
ニ
依
ル
会
社
ノ
回
定
資
'
崖
ノ
償
却
ニ
関
シ
テ
ハ
本
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
」

(
同
規
則
第

一
粂
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
理
統
制
上
の
償
却
規
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
大
蔵
省
内
規
に
よ
る
固
定
資
産
耐
用



年
数
表
に
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
税
務
上
の
償
却
規
則
の
公
布
で
も
あ
っ
(
明
。

会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
で
は
、

一
定
の
耐
用
年
数
お
よ
び
残
存
価
額
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
る
定
額
法
お
よ
び
定
率
法
に
よ
る
償
却

が
規
定
さ
れ
た
(
同
規
則
四
、
六
条
)
。

そ
の
場
合
、
地
方
銑
道
事
業
お
よ
び
軌
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
土
地
を
の
ぞ
く
一
切
の
固
定
資
産

に
つ
い
て
耐
用
年
数
三

O
年
の
総
合
償
却
が
規
定
さ
れ
、

し
か
も
、
と
う
し
て
算
出
さ
れ
た
「
標
準
償
却
額
ヲ
下
ラ
ザ
ル
金
額
ノ
償
却
ヲ

為
ス
ベ
シ
」

(
同
規
則
第
二
条
)
と
償
却
が
強
制
さ
れ
た
。
し
か
し
問
則
に
お
い
て
、
地
方
鉄
道
事
業
、
軌
道
事
業
な
ど
を
営
む
企
業
に

お
い
て
は
標
準
償
却
額
(
償
却
節
囲
額
)
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
、

そ
の
他
一
般
の
企
業
で
は
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
償
却
の
最
低
限
と
し
て

規
定
し
た
(
同
規
則
第
一
五
条
)
。

す
な
わ
ち
、

私
鉄
企
業
で
は
、
土
地
以
外
の
一
切
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
耐
用
年
数
二
一

O
年
の
総
合

償
却
の
範
囲
額
の
う
ち
、

そ
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
最
低
限
と
し
て
強
制
償
却
が
規
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
で
は
、
従
来
の
耐
用
年
数
に
く
ら
べ
て
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
二
割
程
度
も
短
縮
し
た
と
い

う
。
地
方
扶
道
事
業
に
お
け
る
ご
一

C
年
の
総
合
償
却
は
、
戦
時
体
制
の
も
と
で
の
政
策
的
な
耐
用
年
数
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
一
年
の
会
社

経
理
統
制
令
の
廃
止
に
つ
、
つ
い
て
昭
和
二
二
年
に
は
改
正
さ
れ
終
戦
後
の
通
常
事
態
に
即
応
す
る
よ
う
耐
用
年
数
四

O
年
の
総
合
償
却
と

な
っ
た
。

ふ
を
欲
す
る
状
態
に
あ
り

さ
て
、
政
策
的
に
短
縮
さ
れ
た
耐
用
年
数
に
よ
る
強
制
償
却
は
、
戦
時
経
済
体
制
の
ち
と
で
「
各
企
業
は
出
来
る
だ
け
多
く
償
却
を
行

経
営
困
難
の
た
め
減
価
償
却
の
困
難
を
訴
へ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
が
一
般
的
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
」
、

当
時
の

企
業
行
動
を
拘
束
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
戦
時
下
で
の
資
本
蓄
積
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
大
手
私
鉄
に
あ

た
と
え
ば
東
武
鉄
道
で
は
昭
和
一
七
年
に
三
二
八
万
円
の
減
価
償
却
費
を
営
業
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
償
却
額
は
、

経
費
全
体
の
一
六
・
五
銘
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ぶ
額
で
あ
る
。

っ
て
も
、

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
六
豆
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一
六
六

以
上
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、

と
く
に
昭
和
初
期
に
あ
っ
て
は

行
政
当
局
の
減
価
償
却
の
制
度
的
な
展
開
に
先
導
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
基
本
的
に
は
取
替
法
に
よ
る
回
定
資
産
会
計
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、
利
益
金
の
留
保
を
目
的
と
し
て
き
わ
め
て
政
策
的
に
減
価
償
却
を
実
施
し
て
き
た
。
大
手
私
鉄
に
よ
る
償
却
の
導
入
は
、
中
小
私
鉄

企
業
と
の
収
益
力
の
格
差
を
小
さ
く
表
示
す
る
と
い
う
役
割
を
も
ち
な
が
ら
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
留
保
す
る
と
い
う
機
能
を
も

っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
戦
時
体
制
下
の
償
却
規
定
に
よ
っ
て
、
減
価
償
却
の
実
施
は
強
制
さ
れ
、
多
額
な
減
価
償
却
を
実
施
し
た
。

(
ロ
)
佐
藤
雄
能
『
鉄
道
会
計
研
究
』
昭
和
一
二
年
八
八
ペ
ー
ジ

(
臼
)
佐
藤
、
前
掲
書
、
八
九
ペ
ー
ジ

(

M

)

位
藤
、
前
掲
書
、
九
九

t
一
0
0
ペ
ー
ジ

(
お
)
佐
藤
、
前
掲
書
一
、
六
ペ
ー
ジ

(
叩
山
)
高
寺
貞
男
『
明
治
減
価
償
却
研
究
史
』
七
六
ペ
ー
ジ

〈
刀
〉
『
東
武
鉄
道
六
十
五
年
史
』
(
東
武
鉄
道
、
昭
和
三
九
年
〉
五
七
一
ペ
ー
ジ

(
刊
日
)
付
言
し
て
お
く
と
、
つ
ぎ
に
指
講
す
る
帝
国
鉄
道
会
計
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
、
車
両
の
減
価
償
却
費
の
試
算
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
電
気
機
関
車
の
耐
用
年
数
は
二

O
年
と
な
っ
て
い
る
(
『
帝
国
鉄
道
会
計
と
減
価
償
却
』
鉄
道
省
、
昭
和
二
ハ
年
、
二
五
一

ペ
ー
ジ
ゴ

(
川
日
)
第
七
一
一
二
回
帝
国
議
会
貴
族
院
予
算
委
員
会
(
昭
和
一
三
年
二
月
)
で
の
政
府
委
員
鈴
木
清
秀
氏
の
発
言
『
帝
国
鉄
道
会
計
と
減
価
償
却
』
鉄

道
省
経
理
局
主
計
謀
、
一
七
八

t
一
八
八
ペ
ー
ジ

(
却
)
『
本
邦
地
方
鉄
道
事
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』
東
京
市
政
調
査
会
、
昭
和
七
年
、

(
幻
)
東
京
市
政
調
査
会
、
前
掲
書
、
一
二
八
ペ
ー
ジ

(
幻
〉
束
京
市
政
調
査
会
、
前
掲
書
、
一
四
三
ペ
ー
ジ

一
六
七
ペ
ー
ジ
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『
印
年
の
あ
ゆ
み
』
(
近
畿
日
本
鉄
道
、
昭
和
三
五
年
〉
一
八
一
ペ
ー
ジ

第
9
表
の
償
却
金
は
、
東
京
市
政
調
査
会
の
前
掲
書
で
は
減
価
償
却
金
と
な
っ
て
い
る
(
同
書
一
四
一
ペ
ー
ジ
〉

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
三
九
五
ペ
ー
ジ

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
四

O
四
1
四
O
五
ペ
ー
ジ

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
中
西
、
前
掲
室
百
四
四
四

2
四
四
八
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
四
一

0
1四
一
一
ペ
ー
ジ

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
一
一
一
九
五
ペ
ー
ジ

東
横
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
二
九
0
ペ
ー
ジ

東
武
鉄
道
、
前
掲
社
史
、
五
七
一
ペ
ー
ジ

木
村
和
三
郎
『
減
価
償
却
研
究
』
一
七
九
ペ
ー
ジ

木
村
、
前
掲
書
、
一
七
二
ペ
ー
ジ

木
村
、
前
掲
書
、
一
七
0
ペ
ー
ジ

東
武
鉄
道
、
前
掲
社
史
、
五
七
九
、
五
八
一
ペ
ー
ジ

戦
後
の
一
減
価
償
却

(1) 

私
鉄
企
業
と
強
蓄
積

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
の
性
格
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
私
鉄
の
一
般
的
な
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ

戦
前
の
私
鉄
企
業
は
、

と
く
に
戦
時
経
済
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
国
家
の
経
済
政
策
の
も
と
で
、
強
力
な

輸
送
力
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の
過
程
は
、

一
面
で
は
大
手
私
鉄
企
業
の
買
収
、
合
併
に
よ
る
資
本
集
中
の
過
程
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
以

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
六
七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
六
八

上
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
私
鉄
独
占
資
本
は
、
東
京
急
行
電
鉄
お
よ
び
近
畿
日
本
鉄
道
な
ど
の
よ
う
に
、

っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
継
続
さ
礼
団
。
す
な
わ
ち
、
と
く
に
戦
時
経
済
政
策
の
も
と
で
達
成
さ
れ
た
わ
が
国
私
鉄
企
業
の
独
占
体
制

一
部
的
、
形
式
的
な
分
離
は
あ

は
、
基
本
的
に
は
戦
後
へ
引
継
が
れ
、
戦
後
の
私
鉄
企
業
の
資
本
蓄
積
の
過
程
を
方
向
づ
け
た
。

さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
米
軍
の
爆
撃
が
設
備
能
力
の
い
ち
じ
る
し
い
破
壊
を
も
た
、
り
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
私
鉄
企
業
の
状
況
を
示
す
資
料
と
し
て
第
日
表
を
み
よ
う
。
第
日
表
は
、
客
車
お
よ
び
貨
車
の
運
行
キ
ロ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
一
九
、
二

0
年
度
に
か
け
て
、
客
車
キ
ロ
、
貨
車
キ
ロ
と
も
減
少
し
、
コ

0
年
度
に
は
両
者
の
合
計
で
昭
和
一
八

年
度
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
戦
災
に
よ
る
運
行
能
力
の
減
少
を
始
点
と
し
て
、
戦
後
の
私
鉄
企
業
は
ど

の
よ
う
な
歩
み
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
私
鉄
企
業
の
状
況
を
つ
ぎ
に
、
第
ロ
表
お
よ
び
第
日
表
に
よ
っ
て
、
長
期
的
な
動
向
と

し
て
み
て
お
こ
う
。

私
鉄
、
国
鉄
、
乗
合
自
動
車
(
パ
ス
)
の
旅
客
輸
送
実
績
を
第
ロ
表
に
し
め
す
。

ま
ず
全
体
的
に
み
る
と
、
戦
後
の
モ

I
タ
リ
ゼ

l
シ

ヨ
ン
の
結
果
、
乗
合
自
動
車
の
旅
客
輸
送
が
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
て
き
て
お
り
、
昭
和
四
九
年
に
は
一
一
五
年
の
一
四
倍
に
も
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
国
鉄
、
私
鉄
は
、
昭
和
二
五
年
の
実
績
の
三
倍
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
鉄
企
業
の
状
況
を

み
る
と
、

と
く
に
昭
和
三

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
の
増
加
は
も
っ
ぱ
ら
一

O
数

社
か
ら
な
る
大
手
私
鉄
の
輸
送
実
績
の
増
大
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
一
年
か
ら
四
九
年
ま
で
に
大
手
私
鉄
で
は
旅
客
輸
送
実
績
は
二

-
七
倍
に
も
増
大
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
小
私
鉄
で
は
一
・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

わ
が
国
私
鉄
の
運
送
実
績
の
増
加

は
、
大
手
私
鉄
の
輸
送
力
増
大
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
事
情
を
別
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
、
第
U
表
を
し
め
そ
う
。
第
U
表
は
私
鉄
企
業
の
鉄
軌
道
に
か
か
わ
る
国



(単位1，000キロ〕

年 度 客 車 キ 車 キ 〆口，，_ 計

昭和18年 556，636 141，686 698，322 

19 400，210 98，141 498，351 

20 344，440 61， 969 406，408 

21 408，966 63，122 472，088 

22 441，280 69，104 510，286 

地方鉄道車両キロ第11表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

注 『鉄道統計年報~ (日本国有鉄道経理局，運輸省鉄道総局総務局〉各年度版

より作表

定
資
産
、
営
業
収
益
お
よ
び
従
業
員
数
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
固

定
資
産
お
よ
び
営
業
収
益
に
つ
い
て
は
前
述
の
旅
客
輸
送
実
績
に
対
応
し
て
増
加
し
て
き

て
お
り
、
こ
の
場
合
に
も
大
手
私
鉄
の
増
加
が
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
大

手
私
鉄
で
は
の
ち
に
指
摘
す
る
第
一
次

i
第
四
次
に
わ
た
る
輸
送
力
増
強
計
画
(
昭
和
三

ムハ

i
五
一
年
度
)
に
対
応
し
て
、
固
定
資
産
お
よ
び
営
業
収
益
が
増
大
し
て
き
て
い
る
。

大
手
私
鉄
で
は
昭
和
三
六
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
か
け
て
、
固
定
資
産
で
は
五
倍
、
営
業

収
益
は
四
・
一
倍
に
も
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
中
小
私
鉄
で
は
同
期
間
に

固
定
資
産
二
・
九
倍
、
営
業
収
益
二
・
九
倍
と
な
っ
て
お
り
相
対
的
に
は
低
い
増
加
率
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
従
業
員
数
で
は
大
手
私
鉄
、
中
小
私
鉄
と
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、

と
く
に
中
小
私
鉄
は
そ
の
減
少
が
い
ち
じ
る
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
状
況
を
示

す
一
つ
の
指
標
で
あ
る
労
働
装
備
率
お
よ
び
一
人
当
り
の
営
業
収
益
は
、
昭
和
三
六
年
の

そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
全
体
で
そ
れ
ぞ
れ
五
・
六
お
よ
び
四
・
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

の
場
合
、

と
く
に
大
手
私
鉄
で
は
莫
大
な
設
備
投
資
に
よ
る
合
理
化
、
ま
た
中
小
私
鉄
で

は
人
員
削
減
に
よ
る
合
理
化
に
よ
っ
て
労
働
装
備
率
、

一
人
当
り
営
業
収
益
を
増
加
さ
せ

て
き
た
。

と
く
に
、

わ
が
国
私
鉄
の
輸
送
実
績
の
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
に
な
う
一

O
数
社
か

ら
な
る
大
手
私
鉄
の
設
備
投
資
は
、
減
価
償
却
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、

き
わ
め

二
ハ
九



第12表旅客輸送実績 (単位億人キロ〉

年 鉄|大叫 l 中ふ私鉄| 国
昭和11年 78 68 262 39 

21 218 169 874 28 

23 368 222 145 819 41 

25 364 239 125 691 83 

27 396 248 145 804 124 

29 425 266 158 870 173 

31 472 304 168 980 275 

33 351 182 1，062 343 

35 603 401 201 1，239 439 

37 697 489 208 1，411 543 

39 776 570 206 1，641 760 

41 829 623 206 1，757 839 

43 889 690 199 1，848 953 

45 990 758 232 1，897 1，028 

47 1，024 779 245 1，973 1，082 

49 1，084 825 259 2，155 1，157 

注 (1)中小私鉄には釦索，モノレールを含む

(2) W私鉄統計年報~ (運輸省鉄道霊長督局〉より作表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

七。



第13表固定資産，収益，人員の推移 (単位10億円〉

鉄軌道圏定資産 鉄軌道収益 鉄臨員数づ

オつ 年 度
!私普|大喜!中ィ、 私書!大量[中色t 合私私鉄合計私鉄|私鉄合私私

国
私 昭和21年
鉄
ノょヘι 23 141 
業 25 30 138 注
と

44 128 

減価到償日

27 

29 84 123 

31 99 77 14 98 29 
32 110 82 19 97 63 34 

33 120 90 53| 19 64 34 
34 134 104 30 61 20 99 65 33 
35 144 112 221 101 66 34 
36 163 123 24 99 63 35 

37 180 137 27 99 64 34 
38 213 170 132 104 27 66 32 

1 
39 242 195 143 113 29 67 32 
40 261 211 154 121 321 69 31 
41 293 243 186 151 35 691 30 
42 334 280 197 160 36 68 29 
43 385 207 169! 38 68 27i 
44 472 402 222 180 42 93 67i 25 
45 532 442 259 210 49 88 64 23 
46 582 488 292 50 

88241 | 
62 21 

47 624 521 308 55 61 20 
48 673 560 113 60 80 20 
49 735 617 117 393 71 81 61 19 

i主 (1)人員数の昭和21"'29年については，公営企業を含む値である

(2) Ií鉄道統計年報~ (日本国有鉄道経理局)， Ií地方鉄道軌道統計年報~ (運
輸省鉄道監督局)， Ií私鉄統計年報~ (運輸省鉄道監督局〉より作表

七

• 



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

一
七

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
大
手
私
鉄
で
は
「
明
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
」
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昭
和
三
六
年
か
ら
三
人

年
に
わ
た
る
第
一
次
二
一
カ
年
計
画
、
昭
和
三
九
年
か
ら
四
一
年
に
わ
た
る
第
二
次
三
カ
年
計
画
、
昭
和
四
二
年
か
ら
四
六
年
に
わ
た
る
第

三
次
五
カ
年
計
画
な
る
輸
送
力
増
強
計
画
に
も
と
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
七

O
億
円
、

一
、
四
五
二
億
円
、
四
、

四
三
三
億
円
の
設
備

投
資
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
七
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
第
四
次
五
カ
年
計
画
を
実
施
中
で
あ
り
、
七
、

一
二
三
億
円
の

設
備
投
資
を
計
画
し
て
い
る
。
前
述
の
大
手
私
鉄
に
集
中
し
た
固
定
資
産
の
増
加
お
よ
び
輸
送
実
績
の
増
大
は
、
こ
う
し
た
私
鉄
独
占
資

本
の
長
期
的
な
計
画
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
〉
東
急
電
鉄
は
昭
和
二
三
年
の
会
社
再
編
成
に
よ
っ
て
京
浜
急
行
電
鉄
、
小
田
急
電
鉄
、
京
王
帝
都
電
鉄
に
分
離
し
た
。
ま
た
近
畿
日
本
鉄
道
は

昭
和
二
二
年
に
南
海
電
気
鉄
道
を
分
離
し
た
。

• 




